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６ ⾃転⾞活⽤推進に向けた課題と取組 

６-１ ⾃転⾞活⽤推進に向けた課題 

前章の⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標と実態を踏まえ、⾃転⾞を活⽤してまち
づくりを進めていく際の課題について、以下のとおり整理しました。 

⾃転⾞利⽤の普及を促していくためには、正しく使える環境のモデルづくりも含め
た「誰にとっても⾃転⾞が使いやすい状況づくり」を進めていくとともに、若いうち
から適切に「賢く⾃転⾞を利⽤できる習慣・⽂化づくり」が必要です。そして、うま
くきっかけをつくりながら「⾃転⾞による健康・運動習慣の醸成・定着」や、観光資
源・動向を踏まえた「⾃転⾞による地域内外周遊の魅⼒の創出」に展開していくこと
で、泉南市が掲げるまちづくりを推進していく必要があります。また、これらを進め
ていく上では、「⾃転⾞利⽤における安全の確保」を⾏っていくことが必要です。 
 
 

誰にとっても⾃転⾞が使いやすい状況づくり
→多様な層の利⽤実態に応じ、分かりやすく使いやすい⾛⾏環境や駐輪環境、ツール等が必要
→特に、正しく使える環境顕在化、モデルづくりが必要

各層の⾃転⾞利⽤における安全の確保
→誰でも安全に使える環境、⼈、⾞両の確保が必要

賢く⾃転⾞を利⽤できる習慣・⽂化づくり
→若いうちから、適切に⾃転⾞を利⽤できる習慣、⾃転⾞利⽤⽂化を醸成していくことが必要

⾃転⾞による健康・運動習慣の醸成・定着
→健康改善や予防等を⽬的とした⾃転⾞の利⽤・アクティビティの浸透、きっかけづくりが必要

⾃転⾞による地域内外周遊の魅⼒の創出
→地域内＋αの既存資源や⼈の動きを踏まえ、周遊を促すことができる魅⼒創出、環境づくりが必要

課題１

課題２

課題３

課題４

課題５
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６-２ ⾃転⾞を活⽤したまちづくりの取組 

６-２-１ 施策の展開 
前章の⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標を実現するため、まずは誰にでも⾃転⾞

を使いやすい軸づくりから進めていくことを基本とし、安全確保や習慣・⽂化づくり
等、「使いやすい」から「楽しく、賢く使う」へと展開していきます。そして、正しく・
楽しく使える⾃転⾞⽂化が醸成された後、⾃転⾞利⽤環境確保のさらなる拡⼤を図る
とともに、健康づくりへの波及や周遊・魅⼒創出を⾏っていきます。 
 
 

施策１｜誰にでも使いやすい軸づくり
正しく使いやすく、使いたくなるモデ
ル区間をつくる

課題①
誰にとっても⾃
転⾞が使いやす
い状況づくり

課題⑤
各層の⾃転⾞利
⽤における安全
の確保

課題②
賢く⾃転⾞を利
⽤できる習慣・
⽂化づくり
課題③
⾃転⾞による健
康・運動習慣の
醸成・定着
課題④
⾃転⾞による地
域内外周遊の魅
⼒の創出

施策４｜利⽤環境確保の拡⼤
市域全体の利⽤環境（⾛⾏・
駐輪・鉄道連携等）を整える

施策２｜⾃転⾞利⽤における安全の確保
ルール・安全な利⽤の浸透、安全な⾞両の普及拡⼤

施策３｜賢く⾃転⾞を利⽤する習慣・⽂化づくり
若いうちから、適切に楽しく⾃転⾞を利⽤できる習慣、地域⽂
化を創出する

施策５｜⾃転⾞による健康・運動習慣の創出
特に、健康改善や予防等に効果的な⾃転⾞の活⽤の
浸透を図る

施策６｜⾃転⾞による周遊環境・魅⼒向上
地域内＋αの既存資源や⼈の動きを踏まえ、周遊を
促すことができる魅⼒創出、環境づくりを進める

使いやすい、
から

楽しく、賢く
使うへ展開

正しく・楽しく使
える⾃転⾞⽂化を
健康づくりに波及

使いやすい環境を
活かして、周遊・

魅⼒創出へ
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６-２-２ 取組体系 
前項の施策展開を踏まえ、⾃転⾞を活⽤したまちづくりの⽬標を実現するため、以

下の取組を実施、検討していくこととします。 
 

表 ６-1 取組体系 
施策 取組内容 

施策１｜誰にでも使
いやすい軸づくり 

重要路線におけるモデル整備の推進 
モデル整備を活⽤した正しい利⽤啓発 

施策２｜⾃転⾞利⽤
における安全の確保 

⾃転⾞利⽤経路上の危険箇所の点検、対策の推進 
交通安全教室の実施・拡⼤ 
⾃転⾞の点検・整備の啓発 
ドライバーへの安全啓発の実施 
ヘルメットの着⽤・普及促進 

施策３｜賢く⾃転⾞
を利⽤する習慣・⽂
化づくり 

⾃転⾞のメリット、効果等の周知啓発 
⾼齢者にも使いやすい⾃転⾞等の普及促進 
⾃転⾞損害賠償責任保険の加⼊促進 

施策４｜利⽤環境確
保の拡⼤ 

重要路線以外における⾃転⾞通⾏環境の整備の推進 
シェアサイクル等の導⼊検討 
市営駐輪場における運営⼿法の⾒直しと放置⾃転⾞
対策 

施策５｜⾃転⾞によ
る健康・運動習慣の
創出 

健康サイクリングの周知啓発 
スポーツサイクルの体験・普及促進 
⾃転⾞による健康づくり拠点の検討 

施策６｜⾃転⾞によ
る周遊環境・魅⼒向
上 

⾃転⾞を活⽤した地域ブランディング、モデルルート
等の設定 
地域資源を活かしたイベント等の開催 
泉州サイクルルートの取組との連動 
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６-３ ⾃転⾞ネットワーク 

６-３-１ ⾃転⾞ネットワーク対象路線の選定 
（１）路線選定の考え⽅ 

⾃転⾞ネットワーク対象路線の選定の考え⽅を以下に⽰します。 
・市⺠へのアンケート調査で把握した、⾃転⾞の利⽤実態に基づき、ネットワ

ーク路線を選定します。 
・利⽤が多い路線であっても、交通量や幅員等の道路状況が⾃転⾞通⾏に適し

ていない場合は、ネットワーク路線の対象から除外します。 
・利⽤が少ない路線であっても、ネットワークの連続性や利⽤者の安全性・利

便性、市街地の主要拠点や観光施設との接続性等を考慮し、ネットワーク路
線として選定します。 

・特に利⽤が多い幹線等で、重点的に使いやすい環境を整えるモデル区間とし
て整備をしていく必要がある路線を重要路線として選定します。 

雄信エリア

東エリア

204

26

26

63

63

63

204

63

204

泉南中学校

信達中学校

和泉砂川駅

新家駅

樽井駅

岡⽥浦駅

ローズガーデン
（泉南市農業公園）

泉南りんくう公園
（SENNAN LONG PARK）

信達宿の
野⽥藤

⽂化ホール

市⺠体育館

あいぴあ泉南
（総合福祉センター）

⾦熊寺

⻄信達中学校

⼀丘中学校泉南市役所
りんくう翔南⾼等学校

和泉砂川駅周辺エリア

新家駅周辺エリア

岡⽥浦駅周辺エリア

樽井駅周辺エリア

りんくう南浜エリア
道路が整備されていない道や
団地敷地内の通路を⾛⾏

主要路線と接続する道路
観光施設と接続する道路
⾛⾏空間として不適な道路

主要な施設
市営駐輪場
市役所から2km圏

基
本
情
報

⾃転⾞が通⾏できない
トンネル内を通⾏

交通量や幅員等の
道路状況が⾃転⾞
通⾏に適していない

市道認定がされておらず、
⼀部、個⼈所有の敷地を含む

⾦熊寺

交通量や幅員等の
道路状況が⾃転⾞
通⾏に適していない

 

図 ６-1 アンケート調査結果に基づく⾃転⾞の主な利⽤パターン 
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（２）⾃転⾞ネットワーク対象路線 
前項の考え⽅に基づいた、⾃転⾞ネットワーク対象路線を以下に⽰します。 

 

りんくう南浜エリア

樽井駅周辺エリア

雄信エリア

岡⽥浦駅周辺エリア

東エリア

和泉砂川駅周辺エリア

新家駅周辺エリア

204

26

26

63

63

204

63

204

泉南中学校

信達中学校

和泉砂川駅

新家駅

樽井駅

岡⽥浦駅

ローズガーデン
（泉南市農業公園）

泉南りんくう公園
（SENNAN LONG PARK）

信達宿の
野⽥藤

⽂化ホール

市⺠体育館

あいぴあ泉南
（総合福祉センター）

⾦熊寺

⻄信達中学校

⼀丘中学校泉南市役所
りんくう翔南⾼等学校

 

図 ６-2 ⾃転⾞ネットワーク対象路線 

重要路線
重要路線以外の路線
整備予定路線
整備検討路線

主要な施設
市営駐輪場
市役所から2km圏

基
本
情
報

重要路線
現状の幅員を活かして、経路と
して⾃然と選択したくなるような
環境づくりを検討、実施
（⾛⾏空間の連続性・安全性
に加え、⾛り⼼地や雰囲気等
も考慮し検討）

みんなが⾃転⾞を正しく使える
泉南市のモデル区間として育成
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６-３-２ ⾃転⾞ネットワーク対象路線の整備形態 
（１）整備形態の考え⽅ 

⾃転⾞ネットワーク対象路線の整備形態の考え⽅を以下に⽰します。 

・安全で快適な⾃転⾞利⽤環境創出ガイドライン（H28）や道路構造令（H31.4
改正）に基づいた整備形態とすることを基本とします。 

・重要路線では、多様な利⽤者の利⽤しやすさを考慮し、可能な路線については
⾞道外空間の活⽤や双⽅向通⾏を検討します。 

・現状の道路幅員で整備できない場合は、暫定的に⾞道混在等の適⽤を検討しま
す。（将来的に完成形態を⽬指します） 

・整備形態については、国の⾃転⾞施策の動向や地域のまちづくり等の状況にあ
わせ、継続的に⾒直しを⾏います。 

 

A︓⾃動⾞の速度が⾼い道路 B︓A,C以外の道路 C︓⾃動⾞の速度が低く、
⾃動⾞交通量が少ない道路

分離⽅法 構造的な分離 視覚的な分離 混在

選定基準 速度50ｋｍ/h超
（設計速度60ｋｍ/ｈ以上） A,C以外 速度が40km/h以下、かつ

⾃動⾞交通量が4,000台以下
整備形態 ⾃転⾞道 ⾃転⾞専⽤通⾏帯 ⾞道混在

整備形態
イメージ

整備事例

［双⽅向通⾏］［⼀⽅通⾏］

［双⽅向通⾏］［⼀⽅通⾏］

［⾞線内の対策（歩道なし）］

［路肩・停⾞帯内の対策］

［⾞線内の対策（歩道あり）］

 
※分離の必要性については、各地域において、交通状況等に応じて検討することが可能 

出典：国⼟交通省 

図 ６-3 安全で快適な⾃転⾞利⽤環境創出ガイドライン（H28）に⽰される整備形態 
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図 ６-4 整備形態の判定フロー 
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（２）対象路線の整備形態 
前項の考え⽅に基づいた、⾃転⾞ネットワーク路線の整備形態を以下に⽰します。 

  
※単路部の幅員を例に規定の幅を確保可能か判定した結果であり、実際の整備に当たっては、前項までの考え⽅を

ベースに、管理者が交差点部の処理や交通実態に対する適合性も踏まえて判断し実施するものとします。 
※⿊破線は、計画中・整備検討中の路線であり、検討状況を踏まえ、⾃転⾞空間の確保について調整します。 

図 ６-5 ⾃転⾞ネットワーク路線の整備形態（中⻑期） 

整備形態（中⻑期）

⾃転⾞道
重要路線
その他路線

⾃転⾞
専⽤通⾏帯

重要路線
その他路線

⾞道混在
重要路線
その他路線

整備形態
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６-４ 各施策の内容 

（１）施策１ 誰にでも使いやすい軸づくり 
 

取組 重要路線におけるモデル整備の推進 

ねらい 

・⾃転⾞への愛着や意識を⾼め、広い世代が⾃転⾞を上⼿に使え
る状況を作っていく機運を⾼めることが必要です。 

・まず、モデルとして重要路線において正しく使いやすい環境づ
くりを進める必要があります。 

内容 

・歩道空間も活⽤した、使いやすい⾛⾏空間整備を検討します。 
・双⽅向通⾏も考慮し、利⽤者の⽬線で使いやすい空間となるよ

うに検討します。 
 

▼双⽅向の⾃転⾞道の整備の例 
○相模原市 国道 16 号相模原駅周辺地区 

    
出典：国⼟交通省相武国道事務所 HP 

○名古屋市 国道 19 号桜通り 

    
出典：国⼟交通省名古屋国道事務所 HP 

▼⾛⾏空間を使いやすく⼯夫・調整している例 
○名古屋市 国道 19 号伏⾒通り 

 
出典：国⼟交通省名古屋国道事務所 HP 
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取組 モデル整備を活⽤した正しい利⽤啓発 

ねらい 

・⾛⾏空間整備をうまく活⽤し、正しく⾃転⾞を使っていける
ようにするための意識・気運の醸成が必要です。 

・⾛⾏空間整備と併せて、利⽤者への周知・啓発を図っていく
ことが求められます。 

内容 

・整備、共⽤のタイミングと連動させ、正しい利⽤の街頭指導
や情報発信、キャンペーン等のイベントを計画します。 

・また、整備後の利⽤状況を把握し、効果を発信していくこと
も検討します。 

 
▼⾃転⾞レーン設置にあわせた周知イベントの例 

 
出典：国⼟交通省 HP 
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（２）施策２ ⾃転⾞利⽤における安全の確保 
 

取組 ⾃転⾞利⽤経路上の危険箇所の点検、対策の推進 

ねらい 
・幅広い世代の移動⼿段や健康づくり、観光・周遊のツールと

して有効に⾃転⾞を活⽤していくため、利⽤時の安全確保が
必要です。 

内容 

・警察や各道路管理者、学校、教育委員会等により、⾃転⾞の
視点も踏まえた通学路交通安全プログラムの充実を推進し
ていきます。 

・危険箇所の把握にあわせて、利⽤実態や関係者意⾒等を踏ま
えた、ハード・ソフト対策を引き続き実施します。 

 
▼道路の危険箇所の対策（ゾーン 30） 
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取組 交通安全教室の実施・拡⼤ 

ねらい 
・⼦ども、⾼齢者等も含め幅広い世代が安全に⾃転⾞を使える

ようにするため、年齢の段階にあわせ意識向上を図っていく
ことが必要です。 

内容 

・市内の幼稚園や保育園、⼩中学校において、発達段階に応じ
た⾃転⾞交通安全教育活動の継続、強化を、学校園や教育委
員会、警察と連携して⾏います。 

・全国交通安全運動の時期に合わせ、⾼齢者を対象とした交通
安全教室の実施を継続します。教習所のコースにおいて実技
講習を⾏う等、講習内容についても⼯夫をします。 

・⼩さい頃から交通安全の知識を⾝に付けて習慣化することに
より、児童の⾃転⾞事故防⽌を⽬的とした、交通安全⼦供⾃
転⾞⼤会へ引き続き参加します。 

・関係機関と連携しながら、⾃転⾞交通安全教育の機会づくり
を⾏っていきます。特に、⾃転⾞利⽤を⾒直すタイミングを
意識し、⾼齢者の⾃動⾞免許返納等と組み合わせた教育につ
いても検討します。 

 
▼⼩中学校での交通安全教室 

  
 

▼⾼齢者への交通安全教室 

 
 



泉南市⾃転⾞活⽤推進計画（2021 年 3 ⽉） 

50 
 

 

取組 ⾃転⾞の点検・整備の啓発 

ねらい 
・⾛⾏環境の整備や利⽤の仕⽅の啓発だけでなく、⾃転⾞⾞両

の安全性を確保することも重要です。 
・⾃転⾞の点検、整備の普及を促していくことが必要です。 

内容 

・⾃転⾞販売店・整備店と連携した点検イベントを実施します。 
・⼩中学⽣に対して、交通安全教育の⼀環として⾃転⾞点検の

必要性について引き続き周知します。 
 

▼⾃転⾞点検イベント 
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取組 ドライバーへの安全啓発の実施 

ねらい 
・⾃転⾞を正しく使うためには、⾃動⾞ドライバー側の配慮も

求められます。ドライバーに対し、⾃転⾞への配慮や共存も
含めた交通安全全般に関する啓発が必要です。 

内容 

・⾃動⾞ドライバーに対し、交通安全についての周知を⾏いま
す。 

・泉南市交通事故をなくす運動推進本部の活動として、街頭キ
ャンペーンにより啓発を⾏うとともに、交通安全に係る啓発
看板等の設置を継続します。 

・市内の⼩学⽣から交通安全ポスターを募集し、優秀作品を展
⽰します。 

・また、市内の集客施設や教習所等と連携し、上記のイベント
等において、⾃転⾞への配慮や共存についての啓発に努めま
す。 

 
▼街頭キャンペーン       ▼交通安全ポスター展 

  
 

▼啓発看板の設置        ▼啓発品の配布 

  
 



泉南市⾃転⾞活⽤推進計画（2021 年 3 ⽉） 

52 
 

 

取組 ヘルメットの着⽤・普及促進 

ねらい 
・幅広い層の利⽤において、使い⽅・状況により危険度も⾼く

なります。年代や場⾯に応じて適切にヘルメットを活⽤する
ことが必要です。 

内容 

・ヘルメット普及に向けた広報啓発を実施します。 
・未就学の児童や⼩中学⽣、及びその保護者等に対して、交通

安全教育の⼀環としてヘルメット着⽤の必要性の周知を継
続します。また、⾃転⾞通学をする中学⽣に対しては、ヘル
メットの着⽤を義務とし、引き続き指導を継続します。 

 
▼ヘルメットを着⽤して通学する中学⽣の様⼦ 

 
 

▼ヘルメット着⽤促進ポスター 

 
出典：⼤阪府 HP 
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（３）施策３ 賢く⾃転⾞を利⽤する習慣・⽂化づくり 
 

取組 ⾃転⾞のメリット、効果等の周知啓発 

ねらい 
・⾃転⾞に愛着を持ち賢く利⽤してもらうため、⾃転⾞の機能、

⾃転⾞のメリット・良さについて、浸透させていくことが必
要です。 

内容 

・国⼟交通省が実施する「⾃転⾞通勤企業」宣⾔プロジェクト
や広報誌等の既存の取組・媒体を活⽤し、周知を図ります。 

 
▼⾃転⾞通勤の促進ポスター 

 
出典：国⼟交通省 
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取組 ⾼齢者にも使いやすい⾃転⾞等の普及促進 

ねらい 
・年齢が⾼くなっても、継続的に、安全に⾃転⾞を使いやすい

状況を作っていくため、使いやすい⾃転⾞の普及も必要で
す。 

内容 

・関係機関と連携しながら、⾼齢者にも使いやすい⾃転⾞等に
ついての情報を提供します。 

 
▼⾼齢者に使いやすい⾃転⾞等の例 

 

 
出典：経済産業省 HP 

 
※道路交通法上の区分 

アシスト⽐率の基準に適合する電動アシスト⾃転⾞：⾃転⾞ 
歩⾏領域 EV・電動⾞椅⼦・セニアカー：歩⾏者 
電動キックボード：原動機付⾃転⾞（要免許、⾞道通⾏） 
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取組 ⾃転⾞損害賠償責任保険の加⼊促進 

ねらい 

・⼤阪府条例で義務化されたものの、市⺠アンケート調査では
保険の加⼊が⼗分意識されていません。 

・安⼼して賢く使うための仕組みとして、保険の浸透が必要で
す。 

内容 

・関係機関と連携しつつ、既存媒体やチラシ、ポスター等によ
る広報、情報発信を実施します。 

・⼩中学⽣とその保護者等に対して、交通安全教育の⼀環とし
て、保険加⼊の必要性の周知を継続します。 

 
▼⾃転⾞損害賠償責任保険の加⼊促進ポスター 

 

出典：⼤阪府 HP 
▼⾃転⾞保険に関するリーフレット 

 

出典：⼤阪府 HP 
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（４）施策４ 利⽤環境確保の拡⼤ 
 

取組 重要路線以外における⾃転⾞通⾏環境の整備の推進 

ねらい 

・広い世代が⾃転⾞を使いやすい環境を確保していくことが必
要です。 

・重要路線に続き、整備を進めてネットワークを形成していき
ます。 

内容 

・幅員の制約や路線の特性に合わせて、関係機関と調整しなが
ら、⽮⽻根やピクトグラムによる整備を実施します。 

 
▼⾞道内の幅員調整による通⾏環境の整備例 

 
出典：国⼟交通省横浜国道事務所ＨＰ  

 
▼幅員が狭い道路におけるピクトグラムの設置例 

   
出典：⾦沢市ＨＰ                            
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取組 シェアサイクル等の導⼊検討 

ねらい 

・現状、観光⽬的の来訪が臨海部に偏っており、また、⾃転⾞
を持っていないことが移動制約の理由にもなっています。
様々な⽬的の利⽤者が使いやすく、⾃転⾞を持たない住⺠で
も、ちょっとしたおでかけ等がよりしやすい環境をつくって
いくことが必要です。 

内容 

・周辺の市町村・地域での取組や事業者等と連携し、シェアサ
イクル等の導⼊、活⽤可能性を検討します。 

▼泉南市観光協会のレンタサイクル 
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取組 市営駐輪場における運営⼿法の⾒直しと放置⾃転⾞対策 

ねらい 

・現在の市営駐輪場は停めにくい状況となっています。鉄道へ
のアクセス・接続を強化し、動きやすいまちにしていくため、
駐輪環境、駐輪場運営の持続性を改善していくことが必要で
す。 

・駐輪すべき場所以外に駐輪された⾃転⾞に対して、警告や移
動、撤去を⾏うことで、利⽤者に対して駐輪マナー向上を呼
び掛けることが必要です。 

内容 

・適切利⽤、運⽤を図るため、駅前での適切な量の駐輪スペー
スの確保、再整備・⺠営化等を進めます。 

・駐輪禁⽌区域内に放置された⾃転⾞については、引き続き適
切に処理します。 

▼泉南市営駐輪場 
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（５）施策５ ⾃転⾞による健康・運動習慣の創出 
 

取組 健康サイクリングの周知啓発 

ねらい 
・健康寿命の拡⼤、成⼈病等の予防のため、効果の⾼い⾃転⾞

を活⽤した⽇常的な運動習慣を醸成していくことが必要で
す。 

内容 

・健康教室や健康相談等を通じて⾝体を動かすことの⼤切さ、
楽しさを普及・啓発するとともに、⾃転⾞を活⽤した健康づ
くりについての情報発信を検討します。 

▼⾃転⾞の健康効果の周知の例 

  
出典：⾃転⾞普及協会 
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取組 スポーツサイクルの体験・普及促進 

ねらい 
・ハードルとなる、運動に適した⾃転⾞の準備等に対して、購

⼊等のきっかけ、後押しとなるように、体験機会等が必要で
す。 

内容 

・スポーツサイクルの普及を促進するため、関係機関と連携し
ながら情報提供します。 

▼スポーツサイクルの利⽤イメージ 

 
出典：国⼟交通省 HP 
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取組 ⾃転⾞による健康づくり拠点の検討 

ねらい 
・⾃転⾞を活⽤した健康づくりを⾒える化し、取組を浸透させ

ていくことが必要です。 
・あわせて、活動や情報の拠点づくりが必要です。 

内容 

・SENNAN LONG PARK（泉南りんくう公園）等と連携し、健
康アクティビティの実施や情報の拠点づくりを検討します。 

 
▼泉南りんくう公園での健康アクティビティの実施の様⼦ 

 

 
提供：⼤和リース株式会社 
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（６）施策６ ⾃転⾞による周遊環境・魅⼒向上 
取組 ⾃転⾞を活⽤した地域ブランディング、モデルルート等の設定 

ねらい 

・臨海部への来訪者等に対し、既設の魅⼒的な花等、その他の
スポットへ回遊を促していくことが必要です。 

・あわせて、回遊を促すための魅⼒づくり、情報発信も必要で
す。 

内容 

・臨海部の来訪者に対して、観光マップ等を活⽤し、⾃転⾞で
⼭側まで⾜を延ばしてもらうモデルルートの検討・発信を⾏
います。 

 
▼⾃然・花を活かした周遊のイメージ 

  

 
提供：⼤和リース株式会社 

 
海側から⼭側へ        
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取組 地域資源を活かしたイベント等の開催 

ねらい 
・回遊を促すため、魅⼒・ルートづくりの検討と併せて、体験

を促す機会の創出を⾏います。 

内容 

・地元店舗・観光施設等と連携したツアー等のイベント、スタ
ンプラリーを検討、実施します。 

 
▼地域の魅⼒を活かしたイベントの実施例 

  

出典：⼀般社団法⼈ KIX 泉州ツーリズムビューロー 
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取組 泉州サイクルルートの取組との連動 

ねらい 

・泉南市単独で広域のサイクリング客の集客は難しい状況とな
っています。 

・既存のサイクルルートと連動し、取組の魅⼒を⾼めるととも
に、サイクリング客の⽴ち寄り等を促すための仕掛けが必要
です。 

内容 

・泉南市の既往の観光資源・拠点等に、⽴ち寄りや休憩等の拠
点機能を付与し、サイクルステーションとしての設定を検討
します。 

・ＫＩＸ泉州ツーリズムビューローと連携し、⼣⽇や SENNAN 
LONG PARK（泉南りんくう公園）の宿泊機能等の資源を活
かした⽅策を検討します。 

 
▼泉州サイクルルート 

 
出典：⼤阪泉州観光ガイド HP 

▼サイクルステーションの設置状況 

 
出典：⼤阪泉州観光ガイド HP 

 


